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• 千曲川で冬鳥探鳥会

中央公民館主催の冬鳥探鳥会が、 3月 3日に千曲川の古舟橋下流一帯で聞かれました。強い風が吹く

寒い日でしたが、約15人の参加者は 、下之条の千曲川堤防に集合。集合地付近の干曲川中州では、双眼

鏡を手にしてマガモやカルガモなどを確認した後、浦野川や千曲公園にも足をのはし、冬鳥などを熱心
に観察しました。

主な内容

3月定例市議会が開会・・・ ・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・......2 ~ 8 ページ

新入学(掴)児の交通安全・・・・・・・・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・ 9ページ

カメラレホ・・・・・・・・・ー・ー・・・・・・・・・・・ー・・・・ー .................. ・・・・・・・・10ページ

犬の登録とチfljj注射・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・ーー・・・・・・・・・・・・・・・ -ー・・・ 11ページ

お知らせ・・・・・ー ー・・・・・ーー・・・・・・・ .......................... . ...1 2 ~ 14ページ

「市民と市長の日」を 4月 1日

(月)午前 9時から正午まで、市役所

3階市長室で行います。

農地問題相談 日

「農地問題相談」を 4バ1f:l (川)

午前 8時30分から午後 5時まで、

市役所 2階農業委員会事務局て行

います。
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創造館も・小牧橋弘早期に

えつ広報号 一

60年度諸予算案は188億円V3月定例市議会1
3月定例市議会が、 3月 1日から始まりました。

i当日は、永野市長が施政方針を述べ、提出議案の説 i

i明をしました。市議会は、 3月20日まで20日間の会 :

i期で開かれます。今回は、豊殿支所の新築移転に伴 ;

;ぅ「上田市支所設置条例の改正案」、市税の督促手数 i

i料号|き上げに伴う「上田市税条例の一部改正案」、「昭 i

j和60年度上田市一般会計予算案」など35議案が提案・;

;審議されています。 :

長
期
基
本
構
想
は

5
月
答
申

私
は
昭
和
五
十
七
年
三
月
、

市
長

に
就
任
し
、
任
期
最
後
の
年
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
去
る
市
長

選
挙
で
は
、
「
石
井
市
政
を
継
承
し
、

さ
ら
に
発
展
さ

せ
る」

こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
ま
し
た
。
本
年
は
、
お

誓
い

し
た
数
々
の
公
約
を
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
こ
の
魅
力
あ
る
上
田
市

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
最

大
の
努
力
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

は
上
田
市
で
、
関
係
す
る
沿
線
市
町

村
が
参
加
し
て
、
建
設
促
進
の
た
め

第
二
次
長
期
基
本
構
想

施政方針を述べる永野市長(右)

今
、
上
田
市
で
は
二
十
一
世
紀
に

向
け
て
、
創
造
力
あ
ふ
れ
る
活
力
に

満
ち
た

H

ま
ち
づ
く
り
H

を
目
指
し

て
、
第
二
次
上
田
市
長
期
基
本
構
想

づ
く
り
の
最
後
の
仕
上
げ
を
急
い
で

い
ま
す
。
す
で
に
長
期
構
想
の
策
定

五
部
会
の
専
門
的
な
策
定
を
終
了
し
、

目
下
、
審
議
会
で
審
議
を
尽
く
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
五
月
初
旬
に
は

答
申
が
な
さ
れ
る
予
定
で
、
次
の
六

丹
市
議
会
定
例
会
に
提
出
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。

順
調
な
伸
び
市
税
収
入

昭
和
六
十
年
度
の
政
府
予
算
は
、

一
般
歳
出
を
三
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス

と
す
る
超
緊
縮
型
予
算
と
な

っ
て
お

り
、
地
方
自
治
体
に
も
そ
の
彩
特
が

現
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
上
田
市
は
「
地

方
の
時
代
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ほ
ほ

順
調
な
市
税
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、

昭
和
五
十
九
年
度
は
す
で
に
百
億
円

を
超
す
市
税
収
入
を
計
じ
す
る
こ
と

全
線
に
わ
た
り
、
関
係
者
の
御
理
解

と
御
協
力
が
得
ら
れ
、
用
地
国
債
と

が
で
き
、
当
初
予
算
の
半
分
を
超
え

る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
様
の
た
ゆ
み
な

い
活
力
と
、
こ
の
上
田
市
が
農
業
・

工
業
・
商
業
・
観
光
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
発
展
を
し
て
き
で
い

る
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

8
月
着
工
の
北
陸
新
幹
線

北
陸
新
幹
線
の
上
田
駅
建
設
は
、

上
田
駅
へ
の
併
設
が
決
ま
っ
て
以
来
、

建
設
促
進
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
、

上
小
圏
域
を
中
心
に
近
隣
町
村
を
含

め
た
関
係
団
体
、
多
く
の
皆
様
の
強

力
な
運
動
が
実
り
、
本
年
度
八
月
を

目
途
に
着
工
と
い
う
方
針
が
打
ち
出

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
上
田
駅
周
辺

整
備
は
新
幹
線
の
進
入
に
伴
う
駅
構

造
の
発
表
も
間
近
い
も
の
と
考
、
ぇ
、

上
田
市
と
し
て
も
、
目
下
、
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る
最
終
の

検
討
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

関
越
道
上
越
線
を
整
備
路
線
に

関
越
自
動
ぃ
車
道
上
越
線
の
建
設
促

進
は
、
国
に
対
し
て
次
期
「
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
」
が

早
期
に
開
催
さ
れ
て
、
遅
れ
て
い
る

佐
久
・
更
埴
聞
が
「
整
備
計
画
路
線
」

に
格
上
げ
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年
七
月
に

厄
関
係
者
の
御
協
力
を
得
て
、
昭
和

六
十
年
度
早
期
開
通
に
専
念
し
て
い



だ

一般会計当初予算骨

歳 入 歳 出

科 目 59年度 60年度 j構成比 前年対比 手守 目 59年度 60年度 t14成比 前年i)比

1市 手見 9，119，932 10，936，923: 58.1 119.9 1議 Zibエ、 ，{~ 244，658 254，811 1.3 104.11 

2地方 譲与税 220，000 220，000 : 1.2 100.0 2 車念 務 世 1，790，108 2，300，987: 12.2 128.5 

3 自動車取得税 130.000 154，000: 0.8 118.5 3民 生 '此 3，834，483 3，953，413: 21.0 103.11 

4地 方交 付 税 1. 650. 000 1，260，000 : 6.7 76.4 4衛 生 1~ 1，519，060 1，365，234: 7.3 89.91 

5 交通安全交付金 16，000 17，000: 0.1 106.3 5労 働 '{'j 271，014 262，163: 1.4 

6分担金負担金 677，141 579，367: 3.1 85.6 6農林水産業費 1，518，622 1，625，267. 8.6 

7使用料手数料 265，068 292，116: 1.6 110.2 7商 工 費 1，536，146 1 ，644，689: 8.7 

8国 庫 支出金 2.282.414 1，596，231: 8.5 69.9 8土 木 費 2，434，379 2，650，022: 14.1 

9県支出金 991，957 846，896: 4.5 85.4 9 ?肖 |坊 費 383，379 640，949: 3.4 

10財 産収入 150，434 112，816: 0.6 75.0 10教 育 費 2，951，900 2，047，528 10.9 69.41 

11寄 附 金 21，506 18，863: 0.1 87.7 11災害復旧費 415，137 。。
12繰 入 金 100，000 100，564: 0.5 100.6 12公 {責 費 1，855，240 2，042，847 10.9 110.1 

13繰 越 金 200，000 250，000: 1.3 125.0 13予 {脂 官 5.000 30，000: 0.2 600.01 

14諸 収 入 1，474，074 1，433，934: 7.6 97.3 歳出合計 18，759，126 18，817，910: 100.0 100.31 

15市 イ責 1，460，600 999，200: 5.3 68.4 

歳入合計 18，759，126 18， 817， 910 : 100.0 100.3 

えつ一(3)ー一一一昭和60年 3月16日 広 報

昭和60年度

上
田
市
で
、
関
係
す
る
沿
線
市
町

が
参
加
し
て
、
建
設
促
進
の
た
め

住
民
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

、
市
内
通
過
予
定
地
域
の
豊
殿
、

科
両
地
区
で
は
、
す
で
に
高
速
道

応
の
組
織
づ
く
り
も
な
さ
れ
、
概

ル
l
ト
の
定
着
と
高
速
道
路
へ
の

解
に
向
け
て
努
力
が
払
わ
れ
て
い

と
こ
ろ
で
す
。

上
回
バ
イ
パ
ス
と
小
牧
橋

上
回
バ
イ
パ
ス
は
、
第
一
期
工
区

全
線
に
わ
た
り
、
関
係
者
の
御
理
解

と
御
協
力
が
得
ら
れ
、
用
地
国
債
と

国
の
直
轄
予
算
の
増
額
に
よ
り
、
用

地
買
収
が
九

O
%余
り
と
進
み
、
建

設
工
事
も
上
塩
尻
、
秋
和
地
籍
と
国

道
一
四
四
号
線
住
吉
地
籍
の
双
方
か

ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上

田
バ
イ
パ
ス
と
市
街
地
を
結
ぶ
上
回

大
星
線
の
改
良
工
事
も
、
地
権
者
の

御
理
解
を
い
た
だ
き
、
着
手
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

小
牧
橋
関
連
の
道
路
改
良
は
、
地

区 分 59年度 60年 度 前年対比
fl" fl'l "" 

骨宣 4コ企エ号、 計 18.759.126 18.817.910 100.3 

1 土地取得事業 260，000 250，000 96.2 

2 塩田有線放送電話事業 40，426 46，999 116.3 I 

特
3 国民健康保険事業 3，376，856 3，939，480 116.7 

男IJ

99.3 I ( 4 交通災害共済事業 27，261 27.065 
メ4へι 

5 福祉事業センタ一事業 125.853 132，328 105.1 
業
) 

6 産 院 事 業 230，041 230，345 100.1 
dzh z 

7 老人保健事業 3，318，510 3，377，927 101. 8 
計

8 同和地資区金住等宅貸新付築半 業 374，396 389，727 104.1 

9 公共下水道事業 1，214，764 1，463，572 120.5 

ムロ 計 8，968，107 9，857，443 109.9 

当初予算骨昭和60年度

元
関
係
者
の
御
協
力
を
得
て
、
昭
和

六
十
年
度
早
期
開
通
に
専
念
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

主
要
地
方
道
上
田
丸
チ
線
の
鈴
子

か
ら
平
井
寺
聞
は
、
地
元
の
皆
様
の

同
意
が
得
ら
れ
、
本
工
事
に
着
手
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
井
寺
ト

ン
ネ
ル
を
含
む
有
料
道
路
一
・
七
キ

ロ
U
の
建
設
工
事
も
国
の
融
資
が
決

ま
り
、
開
通
に
向
け
て
促
進
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
も

農
業
は
、
生
産
性
の
高
い
農
業
を

確
立
す
る
た
め
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
技
術
の
導
入
、
各
種
試
験
研
究

な
ど
農
業
の
体
質
改
善
を
図
り
、
上

田
市
の
主
要
品
目
で
あ
る
果
樹
、
野

菜
、
花
き
お
よ
び
特
用
作
自
の
振
興

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
は
、

都
市
計
画
の
用
途
地
域
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
農
業
振
興
地
域
の
見

直
し
に
着
手
し
て
、
農
用
地
区
域
の

集
合
化
を
進
め
、
生
産
基
盤
の
確
保

と
規
模
拡
大
を
促
進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
焼
却
炉
と
汚
泥
処
理
施
設

上
田
市
・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却

場
組
合
で
進
め
て
い
る
焼
却
炉
の
建

設
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
三
年
計



な
施
設
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
河
川
の

水
質
浄
化
め
推
進
が
図
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

だ 昭和60年 3月16日一一一(4)ー

両
て
荊
工
し
、
口
卜
ン
炉
二
法
を
備

え
、
ご
み
の
処
理
、
街
の
環
境
美
化

に
一
一
肘
努
め
る
も
の
で
、
本
年
度
完

成
さ
せ
本
格
稼
動
に
入
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

家
庭
雑
排
水
の
汚
泥
処
理
施
設
の

佳
設
は
、
国
か
ら
初
め
て
補
助
金
が

認
め
ら
れ
、
本
年
秋
に
は
完
成
の
予

定
で
往
訪
中
で
す
。

こ
れ
は
、
一
日

に
八
十
立
方
灯
が
処
理
で
き
る
大
き

個
人
住
宅
建
設
資
金
を
貸
付
け

新
規
事
業
と
し
て
、
持
ち
家
造
り

の
推
進
を
図
る
た
め
、
個
人
住
宅
建

設
資
金
貸
付
制
度
を
発
足
さ
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
家

を
新
築
ま
た
は
明
築
す
る
人
に
二
百

えつ広報ーー 第 931号I 号ーーー

年
の
ト
二
月
に
は
完
成
の
予
定
で
す
。

上小広域圏の文化中核施設「創造館」は、倉升の長池埋立地に建設中
で、今年の12月に完成する予定です。

っこ
見 の
通1i
し闘
で J或
す承
の認
での

後
承 に

。認な

にる
向と
けし、

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏

万
円
を
限
度
と
し
て
、
金
融
機
関
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
、
融
資
す
る
も

の
で
す
。

東
塩
田
林
間
工
業
団
地

昨
年
十
二
月
に
着
工
さ
れ
た
東
塩

田
林
間
工
業
団
地
の
造
成
事
業
は
、

本
年
度
中
に
形
容
が
堅
い
、
地
域
産

業
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
大
い
に
活
用

さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

上
田
城
跡
公
園
の
坐
備
は
、
西
櫓

に
続
い
て
南
櫓
の
修
復
工
事
も
終
了

し
、
着
々
と
全
体
整
備
に
向
け
て
計

画
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ

の
四
月
か
ら
は
、
真
田
一
族
を
通
し
て

描
く
大
型
時
代
劇

H

真
田
太
平
記
。

が
、
一
年
開
放
映
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
上
田

市
観
光
の
一
層
の
活
性
化
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
田
駅
前
に
真
田
幸
村
騎
馬
像

東
京
在
住
の
篤
志
家
成
沢
定
平
様

の
御
寄
付
に
よ
る
真
田
幸
村
騎
馬
像

の
除
幕
式
を
四
月
中
旬
に
予
定
し
、

現
在
建
立
に
向
け
準
備
中
で
す
。

こ

の
騎
馬
像
は
、
上
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ

ー
の
一
角
に
設
置
す
る
予
定
で
、
こ
れ

に
よ
り
上
田
市
の
表
玄
関
が
一
層
、
魅

力
あ
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
仮
称
別
所
温
泉
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
、
観
光
詰
要
の
変
化

利
」
が
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
口

、
ン
な

ど
の
先
端
技
術
の
教
育
、
研
究
を
行

に
対
応
し
、
温
泉
浴
、
森
林
浴
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
を
有
機
的
に
結
び
つ
け

た
新
し
い
温
泉
観
光
地
の
振
興
を
図

り
た
い
と
考
、
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

幕
宮
地
籍
に
は
、
多
目
的
運
動
場
、

テ
ニ
ス
コ

ー
ト
四
面
、
子
供
の
広
場

な
ど
の
別
所
公
園
を
四
月
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
て
建
設
中
で
す
。

在
宅
福
祉
を
重
点
施
策
に

寝
た
き
り
老
人
家
庭
介
護
者
慰
労

金
支
給
事
業
は
、
最
高
額
五
万
円
の

一
部
を
六
万
円
に
増
額
し
、
介
護
者

の
皆
様
の
御
労
苦
に
報
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
が
共
通
し

た
悩
み
を
持
ち
寄
り
、
お
互
い
に
励

ま
し
合
う
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

「
寝
た
き
り
老
人
を
か
か
え
る
家
族

の
会
」
を
結
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
重
度
の
障
害
者
を
常
時
介

護
し
て
い
る
御
家
族
に
対
し
て
も
、

介
護
者
慰
労
金
を
支
給
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

独
り
暮
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り
老

人
に
対
す
る
老
人
生
活
用
具
給
付
卒

業
に
、
新
た
に
マ
ッ
ト
レ
ス
、
エ
ア

l
パ
ッ
ト
、
腰
掛
便
座
、
向
動
消
火

器
な
ど
を
追
加
し
ま
す
。

第
六
中
学
校
(
仮
称
)
の
建
設

昨
年
四
月
に
南
小
学
校
が
開
校
と

な
り
、
続
い
て
建
設
を
，
γ
定
し
て
い

災
害
発
生
時
に
お
け
る
的
報
収
集
の

迅
速
化
と
適
格
化
を
図
る
た
め
、
川

る
仮
称
第
六
中
学
校
は
、
地
権
者
お

よ
び
関
係
者
の
御
理
解
と
御
協
力
に

よ
り
用
地
買
収
も
ほ
ぼ
見
通
し
が
つ

き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
用
地
買
収
が
所

み
次
第
、
校
舎
の
建
設
に
入
り
、
早

期
間
校
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
森
公
園
」
の
整
備

市
民
の
森
公
園
の
整
備
は
、
す
で

に
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
多
目
的
広
場
が

完
成
し
、
引
き
続
い
て
ス
ケ
ー
ト
場

敷
地
の
造
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
十
二
月
中
旬
の
オ
ー
プ
ン

を
目
標
に
、
市
民
待
望
の
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
こ

の
ス
ケ
ー
ト
場
の
建
設
お
よ
び
管
理

費
の
負
刊
は
、
上
田
市
、
東
部
町
、
兵

田
町
の
三
市
町
が
共
同
で
行
い
、
事

業
主
体
は
上
田
市
が
あ
た
り
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
と
創
造
館

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
中
央

公
民
館
部
分
が
二
月
一
日
に
開
館
し

ま
し
た
。
文
化
会
館
ホ

l
ル
は
、
六

月
一
日
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
、
市
民

の
文
化
、
芸
術
活
動
の
中
怯
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
る
よ
う
諸
設
備
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

上
小
広
域
で
進
め
て
い
る
創
造
館

の
建
設
は
、
長
池
岡
山
立
地
の
上
に
そ

の
外
形
を
現
し
は
し
め
て
お
り
、
止
や
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浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域

こ
の
五
凶
域
ぷ
認
の
後
に
な
る
と
い

う
比
一
泊
し
で
す
の
で
、
玖
認
に
向
け

て
さ
ら
に
以
内
力
を
し
ま
す
。

信
大
に
応
用
生
物
科
学
科

年
の
ト
・
川
に
は
完
成
の
予
定
て
す

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
凶
械
は
、
現
紅
、

ん
し
凶
ト
ん
か
所
か
ら
同
へ
要
望
一
が
山

さ
れ
、
す
で
に
卜
閃
か
所
が
承
認
さ

れ
、
山
明
リ
の

h
一
か
所
に
つ
い
て
は
、

昭
和
ぃ
ハ
ト
年
度
本
認
と
い
う
同
の
感

触
か
あ
り
ま
す
。
長
野
県
か
ら
提
出

さ
れ
る
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
閤
域
は
、

昨
年
は
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

信
州
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
上
田
市
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
関
心
も
高
ま
り
、

信
州
大
学
繊
維
学
部
も
「
繊
維
農
学

f三えつ一(5)一 一昭和60年 3月16日 広報

昭和60年度早期開通を目指す小牧橋は、現在その取付道路の建設を急
ピッチで進めています。

本
年
度
は
、
仮
称
別
所
温
泉
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
、
観
光
需
要
の
変
化

利
」
い
か
、
ハ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
主

ど
の
先
端
技
術
の
教
育
、
研
究
を
行

う
「
応
用
生
物
利
学
科
」
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
上
田
市
農
協
の
泉
印

花
弁
部
会
と
丸
子
実
高
農
業
料
と
の

共
同
研
究
に
よ
る
口
問
純
改
良
試
験
の

取
り
組
み
を
は
じ
め
、
民
間
企
業
で

の
開
発
研
究
主
ど
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
に
対
す
る
「
土
壌
は
で
き
つ

つ
あ
る
」
と
み
て
、
こ
の
新
技
術
の

制
作
研
究
を
深
め
た
い
と
巧
え
て
い

ま
す
。

研
究
が
進
む
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

高
度
情
報
社
会
に
向
け
て
の
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
研
究
は
、
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
、
各
mm
団
体
で
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
商
工
会

議
所
を
中
心
と
し
て
側
究
を
進
め
て

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市
民
に

広
く
ニ
ュ

l
メ
テ
ィ
ア
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
市
街
地
の
数
か
所

に
端
末
機
を
設
け
、
上
田

C
A
T
V

の
回
線
を
使
っ
て
実
験
す
べ
く
、
そ

の
実
現
を
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

消
防
・
防
災
体
制
を
強
化

昨
年
六
月
に
上
田
市
で
実
地
さ
れ

た
長
野
県
総
合
防
災
訓
練
で
は
、
日

ご
ろ
の
備
、
え
が
十
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
な
大
既
院
な
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。
消
防

・
防
災
体
制
の
強
化
で
は
、

昨
年
四
月
に
南
小
学
校
が
開
校
と

な
り
、
続
い
て
建
設
を
予
定
し
て
い

災
害
発
生
時
に
お
け
る
的
報
収
集
の

迅
速
化
と
適
格
化
を
図
る
た
め
、
昨

年
は
時
帯
無
線
機
を
二
十
問
法
設
置

し
ま
し
た
。
本
年
は
、
消
防
本
部
に

の
建
設
は
、
長
池
川
町
立
地
の
上
に
そ

の
外
形
を
現
し
は
じ
め
て
お
り
、
ー
や

防
災
専
用
の
法
地
尉
と
、
消
防
無
洲

市
氾
波
を
附
設
し
、
広
範
同
に
わ
た
る

災
当
に
も
判
応
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
c

豊
殿
支
所
が

4
月
に
移
転

マ
上
田
市
支
所
設
置
条
例
の
改
正

山
日
殿
支
所
を
山
川
一
日
か
ら
、
市

内
大
字
持
田
一
二
六
一
番
地
二
(
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
悦
地
内
)
に

新
築
移
転
し
、
関
連
し
て
諸
規
定
の

整
備
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

マ
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

給
料
表
の
等
級
を
六
等
級
制
か
ら

七
等
級
制
に
改
正
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。
給
料
表
の
等
級
は
、
地
万

公
共
団
体
の
税
院
、
組
織
、
職
員
構

成
、
職
務
の
責
任
の
位
度
な
ど
に
応

じ
て
設
定
す
べ
き
も
の
で
、
県
内
の

他
市
や
全
国
矧
似
都
市
の
均
衡
を

rJ

慮
し
て
改
定
し
た
い
と
い
う
も
の
で

す
。

マ
上
田
市
税
外
収
入
金
の
督
促
手
数

料
お
よ
び
延
滞
金
徴
収
条
例
の
一

部
改
正

税
外
収
入
金
の
管
促
手
数
料
は
、

今
回
、
い
っ
し
ょ
に
提
案
し
た
税
条

例
の
管
促
手
数
料
と
同
僚
の
引
き
上

げ
を
し
た
い
と
い
う
も
の
て
す
，

マ
上
田
市
税
条
例
の
一
部
改
正

紅
日
促
手
数
料
の
制
は
、
昭
和
五
卜

一
年
か
ら
肘
え
置
か
れ
て
お
リ
、
そ

の
後
の
諸
物
価
の
高
騰
や
、
県
下
各

市
の
状
況
な
ど
を
巧
慮
し
て
、
実
行

相
当
制
の
原
則
に
法
づ
い
て
引
き
上

げ
を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
入
場
税
の
税
率
の
改
正
は
、
地

方
税
法
に
定
め
る
燃
川
市
税
本
と
、
県

内
の
出
向
米
所
作
地
の
市
町
村
と
の
均

衡
な
ど
を
勘
案
し
て
引
き
上
げ
を
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す

マ
上
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

昭
和

i
卜
九
年
卜
円
、
退
職
行
医

療
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
国
庫
支
山
金
の
負
制
一
本
が
引
き

下
げ
ら
れ
、
ま
た
医
療
伐
の
支
出
か

附
加
す
る
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
の

財
政
負
刊
が
明
大
し
て
い
る
現
況
て
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す
。
今
回
、
国
民
健
康
保
険
逼
営
協

議
会
の
符
申
を
い
た
だ
き
、
税
率
の

引
き
上
げ
改
正
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
財
政
の
健
全
運
営
を
図
り
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

マ
上
田
市
塩
田
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

条
文
中
の
胤
定
の
特
備
と
使
用
料

の
一
部
改
正
で
す
が
、
使
用
料
は
諸

物
価
の
高
騰
、
県
下
市
町
村
の
使
用

料
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
の
給
付
制

な
ど
を
考
慮
し
、
塩
田
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
運
営
審
議
会
の
答
申
に
北
つ

えつ広報一ー 第 931号

十しし

そ問、
の労
た令
めを
の差
特し
世上
二 げ
宵る
万こ
円と
をと

き
、
使
用
料
の
引
き
上
げ
を
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。

「
市
民
の
森
」
に
ス
ケ
ー
ト
場

一
般
会
計
予
算
は
、
百
八
十
八
億

一
千
七
百
九
十
一
万
円
、
ま
た
特
別

会
計
、
公
背
企
業
会
計
九
会
計
の
予

算
合
計
は
九
十
八
億
五
千
七
斤
四
十

四
万
三
千
円
と
な
り
、
総
制
で
は
二

百
八
十
六
億
七
千
五
百
三
十
五
万
三

千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一

般
会
計

じんかい焼却場組合の新焼却炉建設は、現有の敷地内北
側に100トン炉 2基を今年中に完成させる予定です。

の
前
年
度
当
初
予
算
対
比
は
、
五
千

八
百
七
十
八
万
四
千
円
の
明
で
、
伸

び
率
は

0
・
三
%
と
な

っ
て

い
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

一
般
財
源
は
、
あ
る
い
h
度
の
伸
び

が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
交
付
税
は
減

似
の
要
素
が
あ
り
、
ま
た
国
庫
補
助

金
の
一
律
カ
ッ
ト
な
ど
の
応
柳
川
を
受

け
て
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

市
税
収
入
で
は
、
百
九
億
三
千
六

百
九
十
二
万
三
千
円
を
見
込
み
、
構

成
比
五
八
・

一
%
の
計
上
で
す
。
地

方
交
付
税
は
、
市
税
収
入
の
伸
び
ゃ

事
業
従
補
正
に
減
傾
の
要
素
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
ト
二
億
六
千
万
円
の
計

上
に
と
ど
め
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
十
五
億
九
千
六
百

一一
十
三
万

一
千
円
で
三

0
・
一
%
の

減
、
県
支
出
金
は
八
億
四
下
六
百
八

卜
九
万
六
下
円
で
一
間
・
六
%
の
減

と
、
い
ず
れ
も
減
制
で
す
が
収
入
可

能
な
花
川
内
で
計
上
し
ま
し
た

t

ま

た
、
市
仙
は
財
似
不
起
を
補
て
ん
す

る
た
め
、
年
間
の
下
業
計
州
に
法
づ

い
て
ん
偲
九
下
九
行
二
ト
万
円
と
三

一
・
』
ハ
%
の
械
と
な
っ
て
い
ま
す

上田バイパスは、上塩尻から浅間山ろく広域農道まで(第
1期区間) 5.6 kmの建設工事に全力が注カぐれています。

老
人
の
お
ら
れ
る
御
家
庭
の
皆
様
が

介
護
の
万
法
、
介
護
者
の
健
康
問
題
、

業
の
新
技
術
~
付
入
4
A
験
い
れ
業
は
、
ハ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
の
導
入
を

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

*
総
務
費

新
し
い
も
の
で
は
、
ニ
ュ
ー
メ
テ

ィ
ア
法
上
中
什
州
策
定
委
託
料
と
し
て

一
下
万
円
、
ニ

ュ
ー
メ
テ
ィ
ア
実
験

委
託
料
に
行
三
卜
万
円
か
あ
り
ま
す

い
ず
れ
も
山
度
情
報
社
会
の
到
来
に

あ
た
り
、
九
市
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

叫
入
の
只
体
的
な
指
針
づ
く
り
を
行

、
つ
た
め
の
紙
代
て
す

し

小
し
尚
北
慌
の
い
千
仙
を
凶
り

各
支
所
に
お
け
る
住
民
票
、
印
鑑

証
明
書
な
ど
の
発
行
は
、
本
庁
か
ら

の
快
写
屯
送
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
行

っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
装
置
が
古
く

な

っ
た
こ
と
か
ら
、

二
千
万
円
ほ
ど

か
け
て
全
面
改
修
を
行
い
た
い
と
い

う
も
の
で
す
。
ま
た
米
年
三
月
に
は
、

市
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
必
要
経
費
を
計
上
し
た

ほ
か
、
向
的
会
共
同
集
会
施
設
新
設

改
修
補
助
事
業
、
県
営
水
道
料
令
市
一
業

制
補
助
事
業
な
ど
例
年
実
施
し
て
い

る
も
の
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
民
生
費

相
染
問
浴
場
の
女

f
用
浴
本
は
、

訪
問
以
米
卜
三
年
い
か
れ
過
し
、
向
み

も
激
し
い
た
め
、
川
了
万
円
を
か
け

全
両
改
総
点
し
た

い
と
い
う
も
の
で
す

こ
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
場
造
成

工
事
的
、
枕
党
昨
害
者
用
交
通
行
川
u
ゲ

付
加
装
慌
を
設
置
す
る
た
め
の
工
事

行
も
あ
り
ま
す

いけ
川
齢
計

へ
の
施
策
と
し
て
は
、
新

た
に
樹
υ本
性
主
人
住
宅
ザ
備
市
ド
定
、

山
た
き
り
主
人
等
.
時
保
U
仕
事
業
を

実
施
し
ま
す

ι人
日
常
生
活
用
日

給
付
事
業
は
、
そ
の
枠
を
広
げ
、
さ

ら
に
主
人
介
必
者
に
吋
す
る
む
労
金

い
え
給
事
業
も
支
給
限
度
制
の
引
き
上

げ
を
し
ま
す
。

ま
た
、
屯
度
の
心
身
附
市
一
日
荷
札
」
介

A
さ
れ
る
皆
ば
に
は
、
上
下
年
か
ら
計

川
尚
上
九
五
日
A
J州
会
山
阿
世
」
に
付
s
q
る

仙
川
全
は
、
今
年
山
人

T
力
川
を
お

、
ニ
、
と
い
う
も
の
と
「



導
入
の
H
Z四一的
出
揖
針
づ
く
り
を
行

う
た
め
の
経
費
で
す
。

ま
た
、
屯
度
の
心
身
附
芹
払
引
を
介

護
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
-
半
年
か
ら
新

iA'¥ 931 り-ーー

し
く
日
分
合
を
差
し
上
げ
る
こ
と
と

し
、
そ
の
た
め
の
続
行
二
百
万
円
を

凡
川
上
し
た
の
を
は
し
め
、
聴
覚
障
害

お
の
た
め
の
ミ
ニ
フ
ア

y
ク
ス
北
本

料
全
の
制
助
、
点
下
級
書
目
鈷
の
作

成
な
ど
新
た
に
計
上
し
ま
し
た
。

*
衛
生
費

家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
地
設
の
建

設
は
、
昨
年
か
ら
の
継
続
事
業
と
し

て
一

部
法
礎
工
事
を
行
い
、
本
年
は

工
下
北
二
億
山
千
九
円
五
万
六
下
円

を
計
上
し
て、

十
月
完
成
を
日
指
し

ま
す
。

新
規
事
業
と
し
て
は
、

主
人
の
お
ら
れ
る
御
家
庭
の
皆
様
が

介
護
の
方
法
、
介
川
込
者
の
健
康
問
題
、

そ
の
他
共
通
す
る
悩
み
ご
と
相
談
な

ど、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
の
場
を
つ
く

る
「
寝
た
き
り
老
人
を
か
か
え
る
家

族
の
会
」
結
成
に
伴
う
事
業
貨
が
あ

り
ま
す
。

*
労
働
費

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
飢
託

全
、
勤
労
者
退
職
金
共
済
掛
金
補
助

令
、
勤
労
者
五
助
会
補
助
金
な
ど
、

例
年
必
要
な
も
の
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
農
林
水
産
業
費

農
林
関
係
と
し
て
、
農
業
振
興
事

f二、

寝
た
き
り

えつ一ー(7)一一一一昭和60年 3月16日 広報

業
の
新
技
術
与
入
試
験
卒
業
は
、
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
の
，
保
入
を

図
る
た
め
、
事
前
制
作
、
研
究
な
ど

を
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

農
業
振
興
地
域
特
備
計
耐
は
、
事

業
を
実
施
す
る
う
え
で
、
優
良
民
地

の
保
全
確
保
の
面
か
ら
農
業
振
興
地

域
の
設
定
に
調
幣
を
加
え
る
必
要
が

あ
り
、
航
空
写
真
版

μ
作
図
委
託
料

な
ど
五
行
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

良
林
業
同
和
対
策
事
業
と
し
て
は
、

伊
勢
山
地
区
に
本
し
め
じ
周
年
北
川

施
設
の
建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
工

事
費
な
ど
九
千
六
百
九
十
六
万
円
を

市役所本斤と 3支所を結び印鑑証明書などを発行する模
写電送装置は、昭和60年度に全面改修される予定です。
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ま
す
。

農
村
抑
止
備
関
係
で
は
、
浦
県
南
部

地
区
の
農
用
地
の
土
地
法
税
引
怖
を

図
る
新
農
業
柿
泣
改
革
門
事
業
補
助
金

に
六
千
百
六
十
九
万
丘
千
円
、
殿
城

南
部
地
区
の
林
地
、
荒
廃
農
地
な
ど

を
催
良
農
地
に
造
成
す
る
た
め
の
農

地
開
発
利
用
促
進
卒
業
補
助
金
に
一

千
百
八
十
問
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
民
村
の
生
産
、
瑞
民
法

慌
の
改
善
を
図
る
山
村
総
九
円
相
備
モ

デ
ル
下
業
に

一
億
二
下
J

ハ
U
L八
万
九

千
円
、
山
村
法
的
山
総
A
円
相
備
事
業
に

一
千
六

U
三
十
八
万
二
千
円
を
計
上

し
ま
し
た
コ

上
地
改
良
関
係
で
は
、
川
町
単
上
地

改
良
下
主
と
し
て
神
畑
地
ば
の
は
場

料
備
、
非
制
助
土
地
改
良
引
業
と
し

て
以
沖
地
区
の
山
道
新
ぷ
を
桝
続
下

業
と
し
て
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
し

く
川
体
常
上
地
改
良
市
什
業
と
し
て
、

必
坂
地
医
の
排
水
路
、
道
路
の
改
修

て
七
代
な
と
に
ム
ハ
下
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

*
商
工
費

尚
工
業
似
削
(
の
た
め
の
や
什
村
地
策

は
、
引
き
続
き
同
一
持
し
た
い
と
号
、
え

て
い
ま
す
。
中
小
企
定
の
た
め
の
仙

資
の
削
託
令
総
却
は
卜

一
応
川
千
万

円
、
一
日
用
保
証
料
は
し
ハ
下
三
打
万
円

を
計
上
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
上

生
産
法
慌
の
料
備
を
図
リ

凹
商
工
会
議
所
会
館
控
設
に
付
す
る

補
助
全
は
、
今
年
度
」
ハ
下
万
円
を
お

願
い
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

観
光
耐
で
は
、
魅
h
M
あ
る
品
米
地

づ
く
り
恒
業
と
し
て
、
似
林
別
所
以

泉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
か
あ
り
ま

す
。
同
建
物
は
、
別
所
出
泉
旅
館
組

合
事
務
所
跡
地
に
工
事
行
六
下
万
円

で
、
鉄
川町
立
辺
り
地
上
三
階
佳
て
の
建
物

を
建
設
す
る
予
定
で
す
。
別
所
公
川

の
隣
接
地
に
は
、
一
下
八
行
万
円
を

か
け
て
全
天
候
引
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

二
而
の
桂
設
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

*
土
木
費

道
路
の
新
設
改
良
て
は
、
交
通
d
川

市
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
小
牧
橋
関

連
事
業
の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
ー
や
年
の
舗
装
.
し
が
か
」

残
す
だ
け
で
よ
う
や
く
開
通
す
る
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
こ
の
た
め
の

工
事
行
と
し
て
三
下
八
行
ト
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
，
新
胤
事
業
と
し
て

は
、
市
民
の
本
へ
通
し
る
役
場
長
入

線
の
改
良
舗
装
工
下
町
五
千
万
円
、

創
造
館
前
の
川
辺
卜
三
号
制
改
良
訓

装
工
が
代
三
下
五
行
万
川

街
路
市
ド
業
と
し
て
は
、
日
帆
和
L
L
刷

線
、
大
千
町
ド
郷
線
お
よ
び
上
川
駅

大
um
州
市
の
岐
良
を
制
い
靴
下
ー
と
し
て
、

昨
年
に
引
き
い
肌
き
沢
一
め
ま
す

公
同
事
業
の
う
ち
、
市
民
の
夜
八
F

一

同
は
恥
市
場
、
同
路
、
世
歩
道
お
よ
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び
制
裁
工
事
と
し
て
七
千
六
百
万
円

余
、
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工

事
費
に
四
億
五
千
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
ま
た
、
長
池
公
聞
は
、
創
造

館
の
建
設
と
並
行
し
て
進
め
ま
す
が
、

修
景
施
設
、
パ

l
ゴ
ラ
、
植
栽
工
事

に
八
千
四
百
万
円
余
で
す
。

住
宅
関
係
で
は
、
今
回
、

個
人
住

宅
建
設
資
金
口
付
事
業
を
新
設
し
ま

し
た
。
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
建
設

す
る
方
に
対
し
て
、
金
融
機
関
の
協

力
を
得
て
建
設
資
金
を
お
貸
し
す
る

と
い
う
も
の
で
、
そ
の
た
め
の
融
資

預
託
金
と
し
て

一
千
五
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。
千
曲
町
市
営
住
宅
は
、

昭
和
五
十
八
年
か
ら
十
か
年
計
画
で

順
次
建
て
答
え
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

本
年
は
第
二
期
目
の
初
年
度
事
業
と

し
て

一
純
十
二
戸、

二
種
十
八
戸
の

建
設
を
予
定
し
て
お
り
、
本
体
工
事

えつ広報

⑧
⑧
⑧
⑧
⑧
⑧
⑧
五 東塩田林間工業団地は、市内富士山の山間地約23.5ヘクタールに建設

されますが、現在はその造成工事が進められています。

費
七
千
四
百
七
十
二
万
五
千
円
で
す
。

*
消
防
費

新
規
の
も
の
で
は
、
消
防
団
無
線

基
地
局
設
置
に
伴
う
工
事
官
百
十
五

万
円
、
第
十
九
分
団
車
庫
詰
所
建
設

費
一
千
二
百
万
円
、
消
火
作
の
新
設

お
よ
び
移
転
修
理
な
ど
で
三
千
百

一

万
円
な
ど
消
防
施
設
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
婦
人
消
防
隊
関
係
で

は
、
す
で
に
七
地
区
で
組
織
が
結
成

さ
れ
、
自
主
防
災
の
第

一
線
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
四
地
区

で
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
隊
員

の
被
服
と
し
て
二
十
七
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

*
教
育
費

北
小
学
校
の
プ

l
ル
は
、
昭
和
二

十
九
年
の
設
置
で
老
朽
化
が
激
し
い

こ
と
か
ら
全
面
的
に
つ
く
り
谷
、
え
る

と
い
う
も
の
で
、
大
プ

l
ル、

小
プ

ー
ル
、
更
衣
室
な
ど
の
工
事
費
六
千

三
百
万
円
を
計
上
し
、
本
年
夏
め
利

用
に
あ
わ
せ
て
着
工
し
ま
す
。

仮
称
第
六
中
学
校
は
、
現
花
の
小

泉
小
学
校
の
敷
地
に
、
さ
ら
に
同
校

東
側
の
用
地
を
買
収
し
建
設
を
行
う

予
定
で
す
が
、
用
地
買
収
は
地
権
者

の
了
解
が
ほ
ぼ
得
ら
れ
る
見
通
し
が

つ
い
た
こ
と
か
ら
、

地
質
調
士
官
の
委

託
料
と
し
て
二
百
八
十
万
円
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
同
際
連
A
H
で
定
め
ら
れ

た

「
国
際
青
年
年
」
で
も
あ
り
、
背

年
快
挺
議
会
の
開
催
お
よ
び
イ

ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ユ

l
ス
日
本
語
弁
論

大
会
の
開
催
を
予
定
し
、
そ
の
純
資

百
五
万
八
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

昭
和
問
年
度

最
終
補
正
予
算
案

一
般
会
計
の
補
正
制
は
、
四
千
八

百
二
十
万

一
千
円
の
減
と
な
り
、
こ

れ
に
よ
り
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会

計
の
総
額
は
二
百
七
億
八
千
百
十
三

万
八
千
円
で
す
。
前
年
同
期
に
比
較

し
て
、

一
億
五
百
十
六
万
六
千
円
で

0
・
五
%
の
閉
と
な

っ
て
い
ま
す
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
総
務
官
で

は
共
同
集
会
施
設
補
助
金
に
七
百
八

十
万
円
、
民
生
岱
で
は
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
に
対
す
る
財
政
調

整
の
た
め
の
繰
出
金
六
千
万
円
、
商

工
貨
で
は
上
田
商
工
会
議
所
会
館
建

設
補
助
金
に
五
千
万
円
な
ど
と
な

っ

て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
度
は
、
地
方
交
付

税
の
減
額
、
起
債
充
当
率
の
低
下
な

ど
、
財
政
的
に
は
厳
し
い
状
況
で
し

た
が
、
実
施
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た

各
穐
卒
業
も
順
調
に
進
み
、
市
民
の

皆
様
の
要
望
に
対
し
て
あ
る
ω
何
度
お

応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

の
う
ち
に
明
日

の
市
備
を
さ
せ
、
忘

れ
も
の
が
な
い
か
ど
う
か、ぃ
山…険
す
る

判
仙
寺
」
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

4月の人権相談日
市では、毎月第 1木凶日に人権相談を隣:J~ 、 てい

ます。秘密は回く守りますので、お気軽に御相談

くたもさし、。

4月の 人権相談 は、次のとおりです。

き...4月 4日(ボj

ところ・・・市役所西庁合 2階会議室

乾電池の回収に御協力を

使用済みの乾電池は、透明な

ビニール袋に入れて、週一固め

危険物収集日に、決められた集

相場所へお出しくださ ~' o

と(生活環境標的川内線301¥
清掃事務所宮⑫0666 J 

に
は
、
，
f
ど
も
を
し
か
・
り
な
い
こ
と

も
大
切
な
こ
と
の
一
勺
て
す
-

⑤
登
校
時
は
列
を
離
れ
ず
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い
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
国
際
連
合
で
定
め
ら
れ

以
一/匂
一匹
グ
ル
ゾ
@
8
g
g

新
入
学
〈
園
〉
児
の
交
通
安
全

新
人
乍
(凶
)ま
で
、
あ
と
わ
す
か

て
す
。
新
入
学
(凶
)児
ら
は
、
慣
れ

な
い
近
を
歩
き
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ

て
行
動
範
附
も
広
く
な
り
ま
す
。

こ
の
時
間
は
、
新
入
学
{同
)川んに

と
勺
て
生
出
現
坑
し
か
大
き
く
変
わ
リ
、

料
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
不
安
に
な

リ
や
す
く
、
特
に
い
父
泊
予
故
い
か
心
配

さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で

だえつー (9)一一一 昭和60年 3月16日 広報

に
気
を
配

っ
て
、
新
入
学
(
園
)児
を

交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
通
学
路
を
一
緒
に
歩
〈

実
際
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ
て
、

お
は
さ
ん
が
子
ど
も
と

一
一
祁
に
、
指

忘
さ
れ
た
通
学
路
を
何
回
か
通

っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
伝
号
機
、
道
路
標
識

な
ど
の
凡
ト
刀
、
横
断
歩
道
の
正
し
い

桜
り
方
、
そ
の
他
安
全
な
通
行
方
法

な
ど
を
、
そ
の
場
で
繰
り
返
し
指
導

お
母
さ
ん
方
が
次
の
占
…

E子さんの場合

結婚する前に七年間OLで

したが、国民年金に力11入す

れば、その閉め厚生年金加

入期間も通算されるとのこ

とです。

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
実
地

指
導
に
当
た
っ
て
は
、
チ
ど
も
の
目

の
高
さ
、
子
ど
も
の
特
性
も
々
、
え
て

具
体
的
に
教
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
学
校
の
準
備
は
前
日
に

子
ど
も
は
、
忘
れ
も
の
を
す
る
と

忘
れ
も
の
を
取
り
に
帰
る
こ
と
に
タ

中
に
な
り
、
飛
び
出
し
な
ど
し
て
、

思
わ
ぬ
交
通
事
故
に
あ
う
ケ
ー
ス
が

多
い
も
の
で
す
。
子
ど
も
に
は
、
前
日

年金手帳をもって

市役所へ行き、国

民年金に任意加 入

しました。主人も

勤め人ですから、

結婚後の10年はカ

ラ期間とのこと。

もっと早〈 加 入しておけばよかったと思いま

す。しかしこれから60歳まで15年あ りますか

ら、 OL時代とあわせて22年分の年金ヵ、もら

えるはずです。
皆
様
の
要
望
に
対
し
て
あ
る
程
度
お

応
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

の
う
ち
に
明
日

の
準
備
を
さ
せ
、
忘

れ
も
の
が
な
い
か
ど
う
か
、
点
検
す
る

問
怖
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

③
就
寝
は
い
つ
も
よ
り
早
〈

子
ど
も
は
、
入
学
し
た
当
初
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
を
つ
か

っ
て、

母
親
が
々
、
え
て
い
る
以
上
に
疲
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
学
校
や
保
育
園
な

ど
に
伯
れ
る
ま
・
で
は
、
い
つ
も
よ
り

早
め
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

④
登
校
は
余
裕
を
も
っ
て

登
校
時
間
に
余
裕
が
な
い
と
、
子

ど
も
は
あ
わ
て
て
飛
び
出
し
て
し
ま

い
、
交
通
事
故
に
あ
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
余
裕
を
も
っ
て
出
し
て
や
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
登
校
前

θ
少
皆
同
巴

老後はその人の人生の答えです

車2

L 

に
は
、
チ
ど
も
を
し
か
ら
な
い
こ
と

も
大
切
な
こ
と
の

一
っ
て
す

⑤
登
校
時
は
列
を
離
れ
ず

集
団
登
校
す
る
と
き
は
、
上
級
生

の
指
示
に
従

っ
て
、
列
を
離
れ
す
位

然
と
登
校
す
る
よ
う
に
さ
せ
ま
し
ょ

、「ノ。⑥
気
が
ゆ
る
む
下
校
時

下
校
時
は
、
集
団
で
と
い
う
わ
け

に
い
か
な
い
場
合
が
あ
り
、
と
か
く

開
肱
さ
れ
た
気
分
と
な
り
、
気
が
ゆ

る
み
が
ち
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、

事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
下

校
時
は
、
特
に
気
を
付
け
て
帰
る
よ

う
教
え
ま
し
ょ
う
。

〈国保年金課年金係官⑫ 4100内線284・有線②0711>

E-固
豊殿支所が移転します

市の笠殿支所ヵ、 4月 1日、農村環境改善センタ

ー(敷I也内)に手多ることになりました。したカ、って、

業務も 4月 1日(lJ)から同所で行し、ます。(電話番号

も、次のように変更になりますので、御了承くだ
さし、)

〈豊殿支所告⑮ 2939・有線②4018>
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東
京
で
い
一
間
四
主
展
示
即
売
会
V

上
国
市
な
ど
主
催
の「一一日
州
上
凶
納
・
木
彫
工
芸
農
民
美

術
展
ポ
即
売
会
」
が
、

2
川
幻
日
か
ら
お
日
ま
で
、
束
京
駅

八
重
洲
北
口
の
県
東
京
事
務
所
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
即

売
会
は
、

4
川
か
ら

N
H
K
で
大
引
時
代
劇

「真
田
太
平
記」

が
放
映
さ
れ
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
東
京
在
住
の
市
内
出
身

者
を
対
象
に
開
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
椅
の
催
し
は
、
東
京

で
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
友
人
同
士
が
連
絡
を
と
り

あ
っ
て
来
場
さ
れ
る
な
ど
、
入
場
者
は
捌
人
を
超
え
、
連
日

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

+史を

。
ン

す

チ

で

月 1日(ボ)

訪問して

頭につき

れますυ

企
卒
業
記
念
に
校
舎
の
模
型

小
泉
小
学
校
て
は
、

犯
人

の
6
年
生
が

3
川
初
日

の

卒
業
式
を
前
に
、
校
舎
と
体
育
館
の
院
川
l

作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
M
M
m
作
リ
は
、

「
6
年
間
お

世
話
に
な

っ
た
学
校
に
何
か
残
そ
う
」
と
6
年
生
全

日
貝
で
決
め
た
も

の
で

1
川
中

旬
か
ら
木
や
竹

る
と
を
材
料
に

し
て

作
リ
始
め

ま
し
た
。
完
成

は、

3
川
中
旬

の
予
定
で
す
。

で、必ず

同
ま
上
九
円

口
δ

、

ふ

み

、

F
b

L

・
ト
ト
し

順

て

た

問

若

つ
ま

お

始 末をし

)671> 

ヰ金で、

も

の

を

大

切

に

・

・

・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
鈷
を

H

不
用

品
登
録
的
報
H

と
し
て
、
月

一一
例
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
校
鉢
を
さ
れ
る
い
々
は
、

次
の
が
州
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
科
度
、
数
日
川
、
希
望
価
栴
、

住
所
、
氏
名
、
従
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
な
蝕
し
て
く
だ
さ

-ν 
②
ゆ
ず

っ
て
ほ
し
い
品
物
か
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
山中
し
山
て
な
鈷
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
日
環
境
課
で
は
、
ゆ
す
う
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
な
鈷

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
料
、
取
り

引
き
十刀
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ

'v 

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

不用品登録情報(主なもの州) I寸3Fパl7刊t日].J:現見{いlけ} 

ゆずります 信制仰州匂引州叩l打叩1附附出

コンビラ 〆ク l上，00∞O円 |三t輪愉4中( 

:人川手Lf:}11;- 無料 I;~ì I~託 J'F

午|勾fTJフラ ンコ 2，000円 Ii光市機

ベヒークーハン 3，000円 |カラーテレヒ (14イノチ)

'1t1/>(¥ L有i 2 ， 0001~ I 8ミリ映万機

1正'Aスト ブ 2. 500P] Iホー タブルミシン

マ イクロホ ン ，ili L {~い フロハン II;';-I/¥J必i始時

ホ・トカーラー 無料 下計十JL

セミタフソしへ，ド 話し{，..I"、I~ミ だ な

リクライニンクのいす 10，000円 和テーブル

IJII; ~lI~. 出 9，000円 l型[';<1刑判L

I.U長セ ソト 10.000円 |ンンク ルへ，ド

てケー 卜靴 20cm 無 料 1;，:(服タ ンス

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 |スキーセ .， 卜判t23cm

どんなものでも登録しましょう。 食器だな

)ゆすりたい品物、ゆすってほしい品物がありましたら、生活

環境課生活係(宮⑫ 4100内線301)へお気軽に御連絡を
。制介後のトラブルなどについては、責任を負いかねます

ので御7本くださ L、。

と、 4Jj 

されます

|剥 fli~ しま

をお 1人

fます

ドきます

十日-、十土〈

J ~;U ヒ 4 、、

illイ己で十
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あ
っ
て
来
場
さ
れ
る
な
ど
、
入
場
者
は
捌
人
を
超
え
、
連
日

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

コンビニ

二人用5

室内用』

ベビ- ~

電気毛1

電気ス |

マイ クE

ホッ トプ

セミタヲ

リクラィ

加湿器

応接セ

スケー ト

0じゅ う

と
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犬の登録と予防注射
今年度から注射は年T固に

犬の登録と狂犬病予防注射 を左表 により千戸、ます。

通知書(ノ¥カ、キ)を持参のつえ 、最寄り の会場へ自ロiJ~、

犬をお連れくださし、。

なお、今年度からは 1年間有効の新ワクチ ンを使

用するため、予防注射は年 1回になる予定です。

注射料金= 1頭につき 2，700円

登録料金= 1頭につき 2，100円

この期 間 中に受け られない場合には、 5月 1日(水)

から 5月16日(木)までの間に、獣医師が戸別訪 問 して

注射を行し、ます。この場合、訪問料 として 1頭につき

2，000円 (1頭増えることに 500円 )が加 算されま す

〈注意事項〉

0犬の鑑札 と注射 済票 は、紛失しやすいので、 必ず

犬の首輪につけ ま しょう 。

。犬の散歩に 出 たときは、 必ずフンのあと始末をし

ましょっ 。

〈生活環境課E⑫ 4100内線302・有線② 0671>

犬猫の避妊去勢手術を特別料金で
犬柿の避妊去勢手術を希望する方は、先着順 58頭

の範囲内で 3月から 6月まで特別料金で行って いま

すので、 k田保健所 (ft⑫1260内線240)、また は上

田市役所生活環境課(包⑫ 4100内線 302)へお問い合

わせください。

同;ょに~会保w1.

まちゃ山を緑で包もう

難車関 腫 蕗翠露連麟|
自然を守 リ、緑豊 かな郷土をつくろうと、 4月

1日から 1か月間「国土緑化運動」が実施 されます。

市では、 4月 6 ・7日に い緑の祭仏、を開催しま

す。 この祭りでは、次によ り緑化 木の百木をお 1人

に 1本、先着順に6，000本を無料で差し上げます。

〈緑化木の頒布会〉

0 4月 6日u一)・7日(11) 上回 公園西口

0 4月13日(1:)・14日(11) 塩田支所西側 町二車場

0 4月20日(1:) 川西公民館

0 4月21日(11) 上野が丘公民館

※時間は、いずれも午前 9時と午後 1時の 2回で

す。

〈緑化木の展示即売会〉

繰化 木の展示即売会 なども同時に聞 きます。

内容 は 、株 化 木 ・盆栽の手入れ、 山林経営 、松 く

い虫防除、木村住宅の相談コーナーや緑化木、

特 産 品 、 林業機械、 工具などの展示即売です。

く農林課E⑫ 4100内線324・有線② 0751>

トJ LI 地 [)<~ If寺 1:¥1 I品 I')r 

Jl~古 I\!也区
9 : 00-9・40 断人 公会 企

4月3日 10: 00-10 : 30 Jf~ 庁I\J也 lメー防 災セ ンター

休)
北部地区

9 : 00-9 : ~O 新 凶 区 民 会 館

10:00-10:30 明 !!n 会

l創部地区
9 : 00-9 : 30 凶 IJhlJ 三ヱ込ユ

4月4日 9 : 50-10: 30 相i w. ~エA 

(本) 域Jllj下~h也区 9 : 10-9・40 報，I!，:I， '(/ tiiJ 

10: 00-10 : 40 派み Jf~ 公会

9 : 10-9 : 40 下!~~ ))L 公会 'iJE

Jb.l}llJ也li 10:00-10・30 1~ ，( liL J也l主;公 l(fi古
4月5日 10:40-11:10 秋千LI 公会 ';:t

附
以111行刊1 地区

9 : 10-10 : 10 川 辺 IIIJ 会 館

10: 30-11 : 20 11 1 之条 公会 ' ;:~:

何IlIt時J般、|地区 9 : 10-9 : 40 主主殿保育闘機

4月8日 10: 00-10 : 50 1_ ~I f' が l í-，公 1( fiH 

(1]) jLilL|L 閉寸地区 9 : 10-9 : 40 小 以 区 l( 会 館

10: 00-10 : 40 以 111 公 l( fiI( 

1;:{m!也区
9 : 10-9 : 50 米出 111之人集 会所

4月9日 10: 10-10: 50 ili Jl，~旧之内i

(火)
神川地区

9 : 10-9 : 50 制l川 I也氏公 l己目'1'.

10 : 20 -11 : 00 大 医公会 : ;~i:

出国地区
9:10-9:40 附 1;'，~ EI:l 'ド 業 所
10: 00-10 : 30 キ11 染防l

4月10Jj 
9 : 10-9・30 lた 1/'1) ~~川 Jピ B11jili レM

川西地区 9 : 50-10 : 10 L: -I~ j 111公 l(

10 : 30 -11 : 00 rli 川ilEi 支 ri)I

東部地区
9 : 00-9 : 20 ~~;，m地区防災 セ ンター

9:40-10:10 市 天 神 III J 公会 ~:t
4月11日 南青1¥

10: 30-11 : 00 市役所(1却す合llU杓
(，f¥) 

9 : 00-9 : 30 | 川 原 ド~II IIfJ公会堂
北部地区

9 : 50-10: 30 新 1+1 1三 l( 会 館

川辺I也ぴ:
9 : 10-9 : 40 川 j21 出I 会 館

9 : 50-10: 20 御所 公会堂

4月12日
城下

10: 30-11 : 00 二 好 l町 公会主

(斜
北-m)地区

9 : 00-9 : 20 |車11)豆町 公会堂

9 : 40 -10 : 00 新 )長会 自'I~
西部

10 : 10 -10 : 40 1i~' ~3 11町 会 館

jl|J)1j I也区
9 : 10-9 : 40 ド11 'klll 公 民館

4月15日
10 : 10-10 : 20 | 一二|土 過 ノぺ会主~:

決I}l
10:30-11:0。下 之条公会立

(11) 

神利地区
9 : 10-9・50 消 防 旧 東北 分署

10:00-10:50 金 1~ 公会'立

9 : 10-9 : 40 b役 城郵便 局首ij

む1般地区 10: 00-10 : 20 炭村fお抗改善センター

4月16日 10: 30-11 : 00 urr ~ [ UJ 公会堂
(刈

事jl川f也 I~
9 : 10-9 : 30 村l川地 区公 民自Ii

9 :40-10:10 f 'flj 木公会主主
事Jlf-'j

10: 30-10: 50 岩 門 公会 :~í:

I証!EjJ1ll1文
9 : 20-9 : 50 11" Ml 公会立

4月17日 10: 10-10: 50 下 之 郷 公会堂

(JN 東部 9 : 00-9 : 20 {-t- I;i] 庁合公庭

神科I也氏 9 : 40-10: 10 米:.: t~. :Lー、 宣ノ言、 .，区，，-

制1111 10 : 30 -11 : 00 |五1'T} L J 堂 前
9:10-9:40 M' j_l:J 公会堂

出回地区 9 :50-10:20 {呆型J 公会 :it
4月18日 10: 30-11 : 00 市 I見 IH え )I)十

(t) 9 : 20-9・40 一l二五it't J.!、斡センター
川内地区 10: 00-10: 20 -1" ::ifI tl生 itiセンター

10 : 40-11 : 10 市 111 f!_lj 支所

9 : 20-9 : 40 本11 ~ |比l
4月19日

!ii附I也f><:
10: 00-10: 10 型f' ~へJ 八ム ム五 作ι 

(付 10: 30-10: 50 回出仕J '1'; :w; ，i)y 
11 : 00 -11 : 20 西 出 ~U 会 館

4 T(ITII日 全 司i 9 : 00-11 : 00 合 同 庁合以庭

60年度狂犬病予防注射日程表

※犬が死亡、行方不明または移動した場合は、

生活環境課へ御連絡く ださい。
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お知らせ退
職
被
保
険
者
と

扶
養
家
族
の
方
へ

受
診
に
は
保
険
証
と

特
例
証
を
忘
れ
ず
に

えつ広報

国
保
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
2

有
線
②
0
7
1
1

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
の
っ
ち
、
退
職
被
保
険
者
お
よ
び

そ
の
扶
養
家
族
(
退
職
被
保
険
者
等
)

の
方
に
は
、
退
職
被
保
険
者
等
証
明

書

(
特
例
証
H
わ
か
く
さ
色
)
を
お

お
送
り
し
て
あ
り
ま
す
。

病
院
な
ど
で
診
療
を
受
け
る
際
は
、

必
ず
国
保
の
保
険
証
(
黄
色
)
と
特

例
証
の
両
方
を
窓
口
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

も
し
、
特
例
誌
を
提
ぶ
し
な
い
場

さるオ月26日、市内山口で鈎女ガ殺害さ

れるという強盗殺人事件ガ発生しましだ。

地元の山口自治会は、住民ガ一体となって

嘗察の痩査活動に協力し、事件の早期解決

に大きく寄与しました。このだめ、 2月15
日には上田箸察署長が山口自治会に感謝状

を贈りました。

合
に
は
、
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
判

金
の
割
合
が
今
ま
で
ど
お
リ
で
、
安

く
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
払
い
す
ぎ

た
分
の
支
給
手
続
き
な
ど
い
ろ
い
ろ

と
め
ん
ど
う
な
こ
と
が
生
じ
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
き
い
。

固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
を
縦
覧

4
月
1
日
1
4
月
却
日

資
産
税
課
資
産
税
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
3
6

有
線
②
0
6
8
1

昭
和
六
十
年
度
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
評
価
額
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
、
次
に
よ
り
課
税
台
帳
の
縦
口

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

御
比
く
だ
さ
い

オ
蔵
、
三
好
消
海
、
三
好
伊
コ
ニ

③
参
加
者
は
、
成
年
男
子
で
年
齢
は

〈
縦
覧
で
き
る
台
帳
〉

土
地
課
税
台
帳
、
土
地
補
充
課
税

台
帳
、
家
屋
課
税
台
帳
、
家
屋
補
充

課
税
台
帳
、
償
却
資
産
課
税
台
帳

〈
縦
覧
期
間
と
時
間
〉

四
片
一
日
川
か
ら
同
二
十
日
山
ま

で
、
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
(
た
だ
し
、
土
叫
臼

は
正
午
ま
で
、
日
叫
日
は
休
み
)

〈
持
ち
物
〉

本
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印
鑑
。

代
理
人
の
場
合
は
、
自
分
の
印
鑑
と

代
理
人
選
任
届
か
委
任
状
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

〈
評
価
額
の
決
定
〉

昭
和
六
十
年
度
は
、
三
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
回
定
資
産
税
の
法
惟
年
度

で
す
。

こ
の
た
め
、
土
地、

家
屋
の

評
価
替
え
が
行
わ
れ
、
新
し
い
評
価

額
が
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
評
価
組

は
、
土
地
で
は
地
目
変
換
、

家
屋
で

は
改
築
ゃ
い
川
壊
な
ど
が
な
い
場
作
、

こ
れ
か
ら
三
年
間
価
栴
が
州
え
川
か

れ
ま
す
の
で
、
評
価
制
を
御
覧
に
な

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

〈
審
査
の
申
し
出
〉

各
台
帳
に
載
っ
た
こ
と
が
ら
に
不

服
の
あ
る
人
は
、
問
月

一
日
川
か
ら

同
三
十
日

ωま
で
に
、
文
丹
で
回
定

資
産
評
価
審

L

任
委
民
会
に
得
慌
の
申

し
出
が
で
き
ま
す
こ
の
容
伐
の
中

し
山
は
、
川
川
-
一
一
十
け
ま
で
に
限
ら

O
再
開
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で

れ
、
そ
の
後
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
評
価
制
に
対
す
る
審
伐
の
申

し
出
は
、
北
川
」
没
年
度
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
御
注
立
く
だ
さ
い
。

〈
税
負
担
の
調
整
〉

新
し
い
一
昨
価
制
に
も
と
づ
い
て
、

土
地
の
固
定
資
産
税
を
決
定
す
る
場

合
は
、
負
川
刊
調
ル
恨
の
附
置
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
刀
法
は
、
現
紅

国
会
で
審
議
中
で
す
の
で
、
決
ま
り

次
第
「
広
報
う
、
え
だ
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

〈
六
十
年
度
固
定
資
産
税
の
納
期
変

更〉
今
ま
で
第
一
期
分
の
納
期
は
、
四

月
一
日
か
ら
同
三
十
日
ま
で
で
し
た

が
、
今
年
は
地
方
税
法
案
の
国
会
審

議
が
遅
れ
て
い
ま
す
の
で
、
第
一
則

分
の
納
期
は
五
月
一
日
か
ら
同
三
十

一
日
ま
で
に
変
更
す
る
予
定
で
す
。

と
り
も
ど
そ
う

ス
パ
イ
ク
自
粛
で

き
れ
い
な
空
を

ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
道
路
粉

じ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
存
先
に
か
け
て

特
に
そ
の
門
川
か

m加
し
、
生
出
環
境

に
悲

U
科
を
も
た
h

り
し
て
い
ま
す

ν

山
や
川
川
市
な
ど
て
は
、
そ
の
刈
ト
ポ
の

~9 

一
つ
と
し
て
、

ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

向
剥
を
呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
c

こ

れ
を
よ
り
進
め
る
た
め
、
関
係
作
機

関
に
よ
る
「
ス
ハ
イ
ク
タ
イ
ヤ
早
期

履
き
佐
川
口
、
ぇ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
、
三

月
十

一
日
か
ら
同
二
十
一
日
ま
で
、

県
下
一
斉
に
笑
地
し
て
い
ま
す
c

道
路
粉
し
ん
を
少
な
く
す
る
た
め

に
、
早
め
に
普
通
タ
イ
ヤ
に
版
き
併

え
る
よ
う
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
・
県
営
野
球
場
の

売
応
権
利
の
入
札

体
育
課
施
設
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
7

有
線
②
0
8
7
1

上
田
市
営
野
球
場
お
よ
び
県
営
上

田
野
球
場
内
の
物
品
版
先
権
利
の
入

礼
金
次
に
よ
り
行
い
ま
す
‘

参
加
資
格
・・
・市
内
に
ト
れ
住
の
山
舗
を

お
持
ち
の
人

と
き
・
:
四
月
丘
日
附
午
後
一
時
二
一

十
分

と
ニ
ろ
・
:
市
役
所
内
附
第
二
会
議
主

持
ち
物
:
・
納
税
証
明
白
、
印
鑑
、
封

甘
吋
〈
々
人

ι
Fド
，
，

ι
f

販
売
権
利
期
間
・
:
昭
和
六
十
一
年
・
ニ

リ
末
日
ま
て

ょっ
4月

1> 

し



だ
さ
い
。

も
し
、
特
例
証
を
提
ポ
し
な
い
場

真
田
武
者
行
列
・

4
月
幻
日

真
田
十
勇
士
隊
の

参
加
者
を
募
集

観
光
課
宮
⑫
4
1
0
0内
線
6
0
8

f三

「
以
固
ま
つ
り
」
の
四
月
二
十
一

日
川
、
今
年
も
五
回
武
者
行
列
が
蟻

大
に
行
わ
れ
ま
す
。

本
年
は
、

N
H
K
大
引
時
代
劇
・

「
以
田
太
平
記
」
が
、
四
月
三
日
か

ら
毎
週
水
曜
日
に
放
映
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
た
め
、
奥
田
武
者
行
列

を
大
き
く
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
行
列
参
加
者
(
真
田

ト
民
上
隊
)
を
一
般
募
集
し
ま
す
。

と

8
:
・
川
月
二
十
一
日
川
。
集
合

午
前
九
時
、
出
発
午
前
十
一
時
、

終
了
午
後
三
時
。

コ
ー
ス

:
・
上
回
城
!
大
手
町
|
海
野

町
ー
松
尾
町

l
原
町
|
上
田
城

規
模
:
・
総
勢
二
百
人
・
十
隊
(
予

定
)

えつ-ω一一一昭和60年 3月16日 広 報

募

集

要

項

①
必
集
人
員
は
十
人
で
す
。

②
隊
の
内
容
は
、
真
田
十
勇
士
隊
一

隊
(
海
野
六
郎
、
望
月
六
郎
、
祢

津
甚
八
、
穴
山
小
助
、
箆
十
蔵
、

由
利
鎌
之
助
、
猿
飛
佐
助
、
議
隠

こ
の
機
会
に

オ
雄
、
三
好
山
小
降
、
三
好
伊
三

)

③
参
加
者
は
、
成
年
男
ノ
ナ
で
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
。

④
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は

と
し
ま
す
。

申

込

方

法

①
は
が
き
、
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
に
は
、

参
加
希
望
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
身
長
、
体
重
が
必
要

で
す
。

②
応
募
期
限
は
四
月
六
日

ωで
す
。

③
申
込
先
は
、
「
一T
3
8
6
上
田
市

大
手
一
ー
一
一
ー
一
六
上
田
市

役
所
観
光
課
内
真
固
ま
つ
り
実

行
委
員
会
」
で
す
。

転
居
な
ど
の
と
き

早
め
に
水
道
局
へ

水
道
局
業
務
課

宮
⑫
4
1
0
0内
線
5
0
6

有
線
②
0
8
3
1

転
入
、
転
出
な
ど
が
多
い
時
期
と

な
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
は
、

早
め
に
水
道
局
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

《
引
っ
越
し
て
来
た
と
き
、
今
ま
で

使
用
し
て
い
な
か
っ
た
水
道
を
使
用

す
る
と
き
》

市 悪
や栄三
県響
なを
ども
でた
はら

し
そで
のい呈
対ま沼
策す f~
の o )J; 

し

し
出
が
で
き
ま
す
。

こ
の
審
査
の
申

し
出
は
、
四
月
三
十
日
ま
で
に
隈
ら

抽
j~ 

O
再
開
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
固
め
つ
く
所
に
「
使
用
中
止
中
」

の
荷
札
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

に
よ
っ
て
お
客
様
番
号
を
確
か
め

て
か
ら
お
届
け
く
だ
さ
い
。

《
引
っ
越
し
て
行
く
と
き
、
一
時
休

止
す
る
と
き
V

O

一
時
休
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ

ぃ
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の

で
、
早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
届
け
出
の
あ

っ
た
日
ま
で
の
水
道

料
金
を
現
地
で
精
算
し
ま
す
。

《
将
来
使
う
見
込
み
の
な
い
水
道
を

止
め
る
と
き
》

O
廃
止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
届
け
出
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
水
道

料
金
を
現
地
で
粘
算
し
ま
す
。

《
名
義
を
変
更
す
る
と
き
、
特
に
死

t
し
た
人
の
名
義
を
変
更
す
る
と
き
V

O
名
義
変
更
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ

O
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
水
道
局
へ

お
届
け
く
だ
さ
い
。

O
水
道
料
金
は
、
旧
使
用
者
の
分
も

合
わ
せ
て
新
使
用
者
の
負
判
と
な

り
ま
す
。

届
け
先
・
・
・
水
道
局
業
務
課

南
庁
舎
一
階
)

(
市
役
所

販
月 売 僧
末 権 フへ
日 手リ 牧
ま 期
で 間

昭
平日

十

年

、?船舶~朝午船舶午今ミ勾ミ伊都伊都占14月の乳幼児健康診査
c>受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

c>母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ノ¥ブラシ

( 1歳 6か月児)をお持ちくださ し、。また。 1歳 6か月

児は赤ちゃん手1阪の中にある健康診査票を記入してお

持ちください。

会 Jι4n M 制会 実地日 対 草と リ己

4か月児
4月4日 59年11月16日-11月30日生

4 1'116日 59年12H 1日-12月15日生 |

10か月児
4月11日 59年 5月16日-5月31日生

上田市保健センター 4月17日 59年 6月1日-6月15日生 l

(市役所南IT合2附) 4月12日 58年 9月16日-9月30日生|
11表6か月児

4月23日 58年10f11日-10月15日生

3 歳児
4月19日 57年 3月1日-3月15日生

4月24E:l 57年 3月16日-3月31日生

4か月リ己
4月9日

59年11月16日-12月15日生
I孟国母子健niセンター

10か月児 59年 5n 16日-6月15日生( 1邑 lfll也[，~ ) 

3 歳児 4月5日 57年 2i-l 1日-3月31日生

4かfJ!尼 59年11ij16日ー12月15日生
川両社会悩祉センター

10か月児 4月10日 59年 5月16日-6月15日生'1I1r有地I式、

l従6か月児 58年 9}j 16日-10月15日生

※駐車場が子校のため、なるべく車でのおいて"は御遠慮くださ L、。
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ー
小
児
マ
ヒ
予
防
|

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

を
投
与

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

急
性
灰
白
髄
炎

(
小
児
マ
ヒ

)
予

防
の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投

えつ広報

5
月

犯

日

ω

4
月

9
日

刈

…一
ム
Z

上田市保健セ ンター
(市役所南庁舎 2階)

名士暴

ヲ1日

号

与
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

該
当
者
・
:
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日

か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん

(今
ま
で

に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
四
歳
未
満

の
子
供
さ
ん
も
含
み
ま
す
)

投
与
方
法
・
:
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
、

0
・
0
五
ミ
リ
リ

y
ト

ル
ず
つ
二
回
経
口
投
与
し
ま
す
。

受
付
時
間
・
:
各
会
場
と
も
午
後
一
時

三
十
分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

持
ち
物
・
:
問
診
票
(
記
入
し
て
)
、
母

館

上田市保健センター
(市役所南庁舎 21活)

L>.. 
Zエ町女子

f
手
帳

そ
の
他
・
:
①
問
診
票
は
、
昭
和
五
十

七
年
四
月

一
日
以
降
に
生
ま
れ
た

子
供
さ
ん
に
つ
い
て
は
亦
ち
ゃ
ん

手
帳
に
綴
リ
込
ん
で
あ
り
ま
す
の

で
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
②
問
診
票
の
な
い
場
合
は
、

投
与
当
日
、
会
場
に
用
立
し
で
あ

り
ま
す
の
で
お
使
い
く
だ
さ
い
。

③
こ
の
予
防
接
桔
と
、
三
品
川川
出
合
・

麻
し
ん
予
防
接
種
の
時
期
が
同
じ

な
の
で
、
接
種
に
あ
た
っ
て
は
間

1--野が丘公民館

急性灰白髄炎予防接種目程表(春期)

能制 対象地 区

東部地区(踏入・泉町・上常国・中常国・

下常国・北常国・材木町)

西部地区(下紺屋町・鎌原・西脇・新

町・ 諏訪部・生塚 ・城北・

常磐町・結が丘北・緑が丘

西・株が丘・新屋)

塩尻地区(秋和・上塩尻・下塩尻)

城下地区(小牧・諏訪形・須川・中村・

朝日ケ丘・三好町・御所・中

之条・千曲町)

南部地区(南天神町・北天神間・泉平・

松尾町・鷹匠町・本町・末

広町・大手町)

， -，中央地区(横町・海野町・原町I・袋町・
4151 

1::;' 1 馬場町・田町・丸堀町・木
月|月|

1 :~ 1 町・北大手)
101291 1-; 1北部地区(上川原材11・下川原材Il・ 愛宕
日|日|

1，-;-， 1 町・新町・上鍛冶町・鍛冶
(村 I(村|

1 "-' 1 町・ 上房山・下房山・柳町・

上紺屋町)

神科地区

盟殿地区

415い川辺地区 (上田原・川辺町・倉升・神

館|月|月| 畑・下之条 ・築地 ・束築地)
11130 1 ~.一日
日|日間団地区(半過・福田・吉田)

川西社会福祉センター!(村|闘い|西地区

科l 川地区公民館 1%I%l_fitlJ~!地区
IM国母子健康センター!(斜(斜I担回全地区

※受付時聞は各会場とも午後 1時30分から 2時30分までです。

※ 1副日 と2凶自の接陪間隔は 6j盟問以上あけてください

ム
五町辺111 

隔
に
御
注
立
く
だ
さ
い
。
(ポ
リ
オ

生
ワ
ク
チ
ン
と
麻
し
ん
は
一
か
月
、

三
種
出
合
は
二
週
間
、
ほ
か

の
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

)

家
庭
奉
仕
員
を

募
集
し
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
合
⑫
2
0
2
5

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

家
庭
奉
仕
員
を
必
集
し
ま
す
。

資

格

:
三
月
一
日
現
作
、
三
ト
歳

以
上
四
十
政
未
満
の
皮
性
で
、
上

田
市
民
で
あ
る
人

必
要
書
類
・
:
属
挺
占
、
住
民
票
、
健

康
診
断

A

試
験
日
・
科
目
・
:
四
月
五
日
閥
、
一

般
教
養
、
面
按

募
集
人
員
・
・
・
計
千
名

申
込
先
・
期
限
:
・
三
月
三
十
臼
山
ま

で
に
杜
会
悩
祉
協
議
会
事
務
付
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

管
理
課
宮
⑫

4
1
0
0内
線
3
4
3

出
関
係
の
世
註

工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
「
建
設
工
事
参
加
資
格

審
査
申
詰
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す

必
要
書
類
・
・
・
①
建
設
工
事
参
加
資
格

審
査
申
請
書
②
市
税
完
納
証
明

書
③
代
表
者
の
身
分
証
明
占

④
経
営
事
項
審
k
t
申
説
書
の
一
与
し

⑤
委
任
状
ま
た
は
社
内
規
則
⑥

建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証

明
書
(
加
入
者
に
限
る
)

提
出
期
限
・
・
・
三
月
三
十
日

ωま
で

提
出
先
・
・
・
管
理
課
庶
務
係

異
動
シ
ー
ズ
ン
で
す

電
気
の
使
用
中
止
も

忘
れ
ず
に

三
月
は
、
転
勤
や
入
学
、
ム
竿
業
な

ど
引
勺
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
u

仙
造
リ
、
川
下
校
な
ど
の
千
杭
き
と

い
ろ
い
ろ
忙
し
く
な
る
わ
け
で
す
か

そ
の
忙
し
さ
の
小
て
忘
れ
が
ち
な
の

が、

urAめ
州
民
間
中
止

の
千
続
き
で

す
P

引
っ
越
し
の

uが
決
ま
っ
た
ら
、

お
早
め
に
中
部
屯
力
へ
御
述
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
屯
気
御
使
用
品
の

お
知
ら
せ
」
誌
に
臼
位
さ
れ
て
い
る

「
お
苓
慌
番
号
」
を
御
述
結
い
た
だ

き
ま
す
と
、
手
続
き
が
い
十
く
消
み
ま

す

(t') 

+ 39) 
寸 11)

寸 28)

32) 
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